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１．企画趣旨 
本研究会は、本学の抱える諸問題・課題、社会情勢及び教育政策の動向やその対応等について、

学内外から講師を迎え、参考となる話題を提供してもらい、本学の管理運営、教育研究の改善・
改革等に資することを目的としている。2024（令和 6）年度は 13 年目を迎え、ハラスメント防
止、生成 AI で実現する大学、大学教職員向け SNS 運用レクチャー、チームビルディングの活用
方法について、研究データ管理と研究公正に関する講演会を、年間で計５回にわたって開催した。  
 
２．実施概要（開催日時・テーマ・参加者数） 
本研究会の開催数は、初年度である 2012 年度には 6 回、2013 年度に 4 回、2014 年度に 5 

回、2015 年度に 2 回、2016 年度に第 4 回、2017 年度に 8 回、2018 年度に 6 回、2019 年度
に 5 回、2020 年度に 6 回、2021 年度に 5 回、2022 年度に 5 回、2023 年度に計 6 回、2024
年度は第 63 回目からの開催となる。  
 

「第 63 回 大学問題研究会」  
日  時：2024 年 5月 16 日（木）15 時 30 分～  
実施方法：対面  
テ ー マ：『ハラスメント防止研修～ハラスメントのない組織づくりにむけて～ 』 
講  師：株式会社シー・イー・アイ講師 社会保険労務士 一ノ瀬史子 氏  
参加者数：教職員 198 名（教員 131 名、職員 67名）  

「第 64 回 大学問題研究会」  
日  時：2024 年 7月 18 日（木）16 時 30 分～  
実施方法：Teams によるライブ配信  
テ ー マ：『生成 AI で実現する大学 DX：学生サービス向上から、研究支援、業務効率化まで』 
講  師：ソルクリエイト株式会社 代表取締役 龍田幸治氏 氏 
参加者数：教職員 200 名（教員 134 名、職員 66名）  

「第 65 回 大学問題研究会」  
日  時：2024 年 9月 12 日（木）15 時 30 分～ 
実施方法：Teams によるライブ配信 
テ ー マ：『大学教職員向け SNS運用レクチャー』 
講  師：株式会社 Seleal 代表取締役社長 城川 一真 氏 
参加者数：教職員 195 名（教員 129 名、職員 66名） 
 
「第 66 回 大学問題研究会」  
日  時：2024 年 11 月 21 日（木）16 時 30 分～  
実施方法：Teams によるライブ配信 
テ ー マ：『チームビルディングの活用方法について 

～初年次教育・ピアサポートなど様々なシーンでの活用～』 

FD・SD大学問題研究会 



十文字学園女子大学 FD報告書 2024 
 

2 
 

講  師：株式会社ラーニングバリュー 安達 雄一 氏  
参加者数：教職員 199 名（教員 133 名、職員 66名） 
 

「第 67 回 大学問題研究会」  
日  時：2025 年 2月 20 日（木）15 時 30 分～ 
実施方法：Teams によるライブ配信  
テ ー マ：『研究データ管理と研究公正―新たな状況とどう向き合うか―』 
講  師：筑波大学・生存ダイナミクス研究センター 講師 岡林浩嗣 氏 
参加者数：教職員 198 名（教員 126 名、職員 72名） 
 

３．まとめ  
本研究会は、FD・SD 活動の一環として位置付けられた全学的な取組である。定期的かつ継続

的に行うことで、大学の教職員として必要とされる知識を深め、ひいては大学全体としての共通
認識を涵養することで、理念の実現に繋げるものである。  
実施された講演はいずれも高度な専門領域における内容であったが、近年の大学教育改革及び

社会の多様化といった背景において、本学の学校運営にいずれも不可欠なものであったといえる。  
講演会の実施方法については、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが、2023年

5 月 8 日付で 2 類から季節性インフルエンザと同じ 5 類へ移行されたことに伴い、参集型の対面
形式に戻しつつ、オンラインでのライブ配信形式も併用した。さらに、当日の講演会の録画を配
信するフォロー研修期間を設定したことにより、非常勤講師を含むより多くの教職員の参加を可
能とした。 
次年度以降も、学内委員会等との連携・共催により、問題を多角的な視点から捉え、かつ焦点

を明確にした FD・SD 研修会の開催が期待される。 
以上 


